
西新冠地区予約運行方式（デマンド運
行）の運用改善と見直し
利用者数の減少など現状の運用改善、
運行形態の見直しが必要です。

基本目標３：葉
ニーズや自由度の高い町内交通
の推進

課題 基本目標 住民への影響

・乗り換えの待ち時間が少なくな
　り、スムーズな移動が可能とな
　ります。

・関係機関との議論の活性化や友
　好な関係性を構築することで、
　利用しやすい運行時刻や運行本
　数、運行ルートを目指します。

・実情に沿った運行形態へ見直し
　を行うことで、地域の移動の確
　保に繋がります。

・安全安心な運行を行うと共に、
　乗車時間の長さによる身体的負
　担に考慮した運行へ見直しを行
　います。
　
・利用者数や道路の幅員、自然環
　境への負担も考慮した適正な運
　行車両への更新を目指します。

・民間ハイヤー事業者の経営圧迫
　を招くことなく、オンデマンド
　運行の導入に向け対策を講じま
　す。

・ＩＣＴ技術を活用し、運転業務
　等の簡素化を図ります。

・スクールバスへの混乗が可能に
　なることで、運行便数の増が見
　込める。

・公共交通の試乗体験への参加を
　きっかけに、理解度が高まり、
　利用しやすくなります。

　　　地域公共交通の試乗体験の
　　　開催など

基本目標４：共通
横断的な利用促進と見直しによる
公共交通の維持・活性化

ニーズに対応した環境づくり
利用ニーズに対応した公共交通の利用促
進や誰でも分かりやすく使いやすい公共交
通の環境づくりが必要です。

基本目標２：枝
きめ細やかな運行形態への改革
と強化

新冠町コミュニティバス『メロディー
号』の運行形態の改革と利用者の確保
利用者の選択と集中に沿った効果的な
運行形態への見直しと改革による利用
ニーズへの柔軟な対応が必要です。

　　　ハイヤー事業所とオンデマン
　　　ド運行のすみ分け

　　　ＩＣＴ技術の導入検討

　　　スクールバスの空き座席の
　　　活用

　　　町民ニーズに沿った費用対効
　　　果の高い運行形態への変更

　　　利用者にとって負担の無い幹
　　　線系統への接続に向けた運行
　　　の見直し

　　　適正な運行車両への更新

新冠町地域公共交通計画【概要版】
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基本目標１：幹
幹線系統の利用促進と維持

路線バスの維持と利用促進の方策検討
連携及び接続の強化を図り、利用促進
に繋がる積極的な取り組みを行う必要
があります。

　　　公共交通へのスムーズな接続
　　　による運行形態の最適化と利
　　　用者の確保

　　　利用者増加に向けた関係機関
　　　及び官民連携による取組みの
　　　活性化

施策

計画
体系

計画
概要

　新冠町では、令和５年度から向こう５年間の指針とする「新冠町地域公共交通計画」を策定しました。この計画は「新冠
町地域公共交通総合連携計画」に続く、第２期計画となります。詳細内容につきましては、町ホームページよりご覧いただ
けます。
　本町における公共交通の大きな課題として、新冠町コミュニティバス『メロディー号』と西新冠地区予約運行方式（デマ
ンド運行）にあると認識しています。道や近隣町との連携や観光客といった広域的な観点を踏まえたら、さらなる利用促進
等を図ることはもとより、新冠町コミュニティバス『メロディー号』と西新冠地区予約運行方式（デマンド運行）を一体的
に捉え直し、従来の運行から利用者のニーズに沿った柔軟な運行体系を再構築し、持続可能な公共交通を目指します。
　これら計画の推進に当たっては、行政や運行業者のみならず、町民の皆さまのご理解とご協力が不可欠となります。役割
分担のもとで運営側の責任と使う側の責任を果たしていくことが重要であることから、今後とも町に係る皆さんの積極的な
参画をお願いいたします。

基本理念
　町外移動に必要不可欠な路線バスの維持と接続を基本として、既存輸送資源を最適に活用し、民間の広域公
共交通と行政のきめ細やかな輸送サービスの連動により、分かりやすく使いやすい、持続可能な公共交通体系
を目指します。

１　広域交通及び地域間幹線交通の維持・確保
２　生活圏交通を維持継続し、将来に向けて持続する交通体系を確立
３　地域全体で公共交通を維持する環境づくり及び交通事業関連組織との連携

基本方針
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